
通信計測ユニットを設定する
・200V 回路の搭載位置をスイッチで設定する。

O

B
拡張CT

L1
(赤)
L1
(赤)

L2
(黒)
L2
(黒)

N
(白)
N
(白)

3
0
A

A
C
1
0
0
/
2
0
0
V

3
0
A

A
C
1
0
0
/
2
0
0
V

3
0
A

A
C
1
0
0
/
2
0
0
V

付属しません
ご用意ください

メーター用の電線

拡張計測用 CTケーブル

3
0
A

拡張計測用 CTケーブル

単相 2線用

拡張計測用拡張計測用

単相 3線用

単相 2線用

L1

L2

L1

主幹ブレーカ主幹ブレーカ

通信計測
ユニット
通信計測
ユニット

拡張計測
ユニット
拡張計測
ユニット

パルス
計測
ユニット

パルス
計測
ユニット

電気
温水器（1次）用
ブレーカ

電気
温水器（1次）用
ブレーカ

太陽光
発電用
ブレーカ

太陽光
発電用
ブレーカ

EV充電器用
ブレーカ
EV充電器用
ブレーカ

L1 L2

主幹計測用 CTケーブル主幹計測用 CTケーブル

単相 3線の場合

L1

付属しません
ご用意ください

LANケーブル

カテゴリー 5e 以上の
ストレートケーブルA

B

パルス入力用ハーネス

水道用×1　ガス用×1

パルス入力用ハーネス

水道用×1　ガス用×1

3
0
A

本体 -拡張ユニット間
接続ハーネス

長さ1,000ｍｍ

本体 -拡張ユニット間
接続ハーネス

長さ1,000ｍｍ

EV充電器

太陽光発電電気温水器

パルス
発信器付
メーター
および

水流量
センサー

HEMSコントローラーやHUB・ルーターなど

2

2

2

2

1

1

1

3

1

計測用CTを取り付ける
・主幹用は黒をL1とL2に取り付ける。（必須） ・拡張用は白をL1に取り付ける。（必要箇所）

主幹ブレーカ

L1
負荷側 (L)

L1
電源側 (K)

（反対側）（反対側）

L2
負荷側 (L)

L2
電源側 (K)

（反対側）（反対側）

L1
ブレーカ側 (K)

L1
負荷/発電機側 (L)

（反対側）

分岐ブレーカ

拡張用ブレーカ

拡張
計測用 CT

主幹
計測用 CT

2 次側（負荷/発電機側）

1次側（拡張用ブレーカ側）

2 次側（主幹ブレーカ側）

1次側（電源側）

K

L
↑

K

L
↑

取り付ける向きを間違えないでください。
CTの底面にある「K」が 1次側、「L」が 2次側になるように取り付
けてください。間違えると正しく計測ができません。
※ 実際の施工時の向きに合わせて CTのイラストを上下逆さまにしています。

2

※ 機器によっては L2にも取り付けます。※ 機器によっては L2にも取り付けます。

3

負荷名称を記入する
・EcoEye本体の『負荷名称シート』と同じ内容を別紙『お客さま
　シート (『施工チェックリスト』の裏面 )』に記入する。

4

100 / 200Vの切替

200V はスイッチを
上にします。

1・3・5・7番回路

2・4・6・8番回路

= 200V

= 100V

「100/200V 設定」
スイッチを設定する

負荷名称や計測対象は 必ず記入してください。
HEMSサービス会社様によってはお客様自身に負荷名称の登録を依頼される場合もあり、記載がない
と計測結果が正常に反映できなくなります。記入した『お客さまシート』は必ずお客さまへお渡しく
ださい。

200Vは1～ 8番回路限定
です。

回路設計に合わせて
設定してください。

指定がない限り出荷時は
全て100V設定です。

※この例では、1・2・3番回路が200V設定となり、　その他は100V設定です。

ユ
ニ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

計
測
対
象
に
○
を
付
け
て
パ
ル
ス
乗
数
を
記
入

様邸 HEMS  ID：
HEMSサービスを
利用するためのIDを
記載してください。（HEMS サービス会社さまによって名称は異なります）

施工年月日：　　　　年　　月　　日電話番号：（　　　　）　　　　-施工会社名：

1
パルス計測

2
1 2 1 2

水
道

・
ガ
ス

㎥ /
パルス

ℓ/
パルス

水
道

・
ガ
ス

㎥ /
パルス

ℓ/
パルス

水
道

・
ガ
ス

㎥ /
パルス

ℓ/
パルス

水
道

・
ガ
ス

㎥ /
パルス

ℓ/
パルス

2
次
側
増
設
盤

2次側

1
次
側
増
設
盤

1次側

・負荷名称とHEMS ID を
   記入してください。
・拡張計測欄には設定され
   ている拡張No. を記入し 
   てください。
   （本体の負荷名称シートに「拡
   張 1」などと記載されています。）

・非搭載のブレーカには斜
   線を引いてください。

記入がないとHEMS システムへの登録ができない場合があります。

拡
張
計
測
ス
ペ
ー
ス

拡張計測

計
測
用

計
測
用

拡張No. 拡張No.

拡
張
計
測
ス
ペ
ー
ス

拡張計測 搭載
通信計測ユニット 

計
測
用

計
測
用

拡張No. 拡張No.

拡
張
計
測
ス
ペ
ー
ス

100A品種用
拡張計測

計
測
用

計
測
用

拡張No. 拡張No.

分岐上段

1 3 5 7 33 35 37 399 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31

分岐下段

2 364 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 4038

1
次
側
ス
ペ
ー
ス

1次側スペース

EX
ス
ペ
ー
ス

EX1 EX2

負荷名称を記入の上、必ずお客さまにお渡しください。お客さまシートお客さまシート

記入の仕方

回
路A

主幹 分岐

回路

拡張No. 
電圧 / 電流

負
荷
名
称/

計
測
対
象
名
称

1F
リ
ビ
ン
グ
照
明

1F
リ
ビ
ン
グ
コ
ン
セ
ン
ト

1F
リ
ビ
ン
グ
エ
ア
コ
ン

1F
玄
関
照
明

1F
玄
関
コ
ン
セ
ン
ト

2F
廊
下
照
明・
コ
ン
セ
ン
ト

2F
寝
室
照
明

1F
物
置
照
明・
コ
ン
セ
ン
ト

2F
子
供
部
屋
エ
ア
コ
ン

2F
子
供
部
屋
照
明

2F
子
供
部
屋
コ
ン
セ
ン
ト

1F
キ
ッ
チ
ン
照
明

IH
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

1F
キ
ッ
チ
ン
コ
ン
セ
ン
ト

1F
廊
下
照
明

外
灯

電
気
温
水
器

1

蓄
電
池

4

1F
ダ
イ
ニ
ン
グ
照
明

1F
バ
ス
（
洗
濯
機
）

1F
バ
ス
照
明

1F
浴
室
乾
燥
機

1F
ト
イ
レ
照
明

1F
ト
イ
レ
コ
ン
セ
ン
ト

0.1

0.1

蓄
電
池

パ
ル
ス
計
測
用

電
気
温
水
器

2015 1 230561 345612河村電気設備（株）

カワムラマンション A棟 102号室 20150123-45

60 24

＜ 記入例 ＞

配線・接続する（配置と使用ケーブルは右図でご確認ください）

・通信計測ユニットへの CT接続 ・拡張計測ユニットへのCTの接続

・通信計測ユニットと拡張計測ユニットの接続

「拡張CT」コネクタ
に接続する（ある場合）

「主幹CT」コネクタ
に接続する

通信計測ユニット

「拡張CT」コネクタ
に接続する

通信計測ユニット

ユニットの接続のの

拡張計測用 CT

本体 -拡張ユニット間
接続ハーネス

本体 -拡張ユニット間
接続ハーネス

長さ1,000ｍｍ

拡張ユニット間
接続ハーネス

通信計測ユニット 拡張計測ユニット拡張計測ユニット パルス計測ユニット

「ユニット接続部」
コネクタに接続する

主幹計測用 CT主幹計測用 CT 拡張計測用 CT

通信計測
ユニット側

1
1-1

1-2
拡張計測ユニットやパルス計測ユニットが 2台以上
ある場合は、その間は出荷時に接続済みです。

接続箇所によっては延長ケーブルが付属する場合が
あります。

接続済

拡張ユニット間
接続ハーネス

接続済

拡張計測用
CTケーブル

主幹計測用
CTケーブル

拡張計測用
CTケーブル

CT側 CT側

施工注意点のまとめ [ 第 2.0 版 ]
（2017年 11 月）

掲載内容の詳細は別冊『enステーションEcoEye設計・施工ガイドブック』をご覧ください。またこの施工順は例です。安全かつ正しく施工をしてください。

技術相談専用テレホンサービス：TEL（0561）86-8171
商流などのお問い合わせ先　　 ：TEL（03）5759-0021お問い合わせ先


